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●今月の主な内容

このたびの東日本大震災の被災地及び被災者の皆様へ心よりお見舞い申し上げます。編集の
都合上、通常の「広報ほんじょう」をお届けいたしますが、掲載している内容が変更・中止
となる場合もあります。また、震災に関連した市からの情報は、できるだけ早くお届けでき
るよう、別便や他の方法で随時お知らせいたします。

まちのデータ（2011.3.1 現在）
人　口　　81,384（−　58）
　男　　　40,419（−　36）
　女　　　40,965（−　22）
世帯数　　32,618（−　14）

　（　）内は前月との比較

表紙写真：「ＪＡＺＺ 爺 ＭＥＮ」完成披露上映会
が2月20日に撮影協力者などを招いて、ユナイ
テッド・シネマ ウニクス上里で開催されました。
写真は左から、黛英里香さん（本庄市出身）、岡
まゆみさん、宮武由衣監督（早稲田大学大学院
修了）・清水章吾さん（本庄市在住）、ふくまつ
みさん、河原さぶさんです。

監督・出演者舞台挨拶（関係記事12ページ）

● 平成23年度、市政方針と予算概要‥ ‥‥‥‥‥２
● 市民総合大学受講生募集‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥５
● 下水道受益者負担金について‥ ‥‥‥‥‥‥‥６
● 子ども医療ミニ特集‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７
● 国民健康保険税を計算してみませんか‥‥‥‥‥10
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平
成
23
年
度
は
、
本
市
の
掲
げ
る
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活い

か
す
、
み
ん

な
で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち 

本
庄 

～

世
の
た
め
、
後の

ち

の
た
め
～
」
の
実
現
に
向
け
、

着
実
に
市
政
の
進
展
に
邁ま

い
し
ん進
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
行
政
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
】

　
「
景
気
は
、
持
ち
直
し
に
向
け
た
動
き
が
み

ら
れ
、
足
踏
み
状
態
を
脱
し
つ
つ
あ
る
。
た

だ
し
、
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
さ
れ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
混
迷
し
た
状
況
に
あ
る
中
、

少
子
化
、
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減
少
す
る

と
い
う
、
近
代
国
家
始
ま
っ
て
以
来
の
拡
大

基
調
か
ら
、
一
転
し
て
未
だ
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
経
済
は
拡
大
し
続
け
る
も
の
」

と
い
う
過
去
の
考
え
方
が
あ
ま
り
に
も
強

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
想
を
変
え
ら
れ
ず
、

い
ま
だ
に
政
治
が
目
指
す
も
の
は
「
今
の
自

分
た
ち
の
た
め
の
富
の
分
配
」
で
あ
り
、
赤

字
国
債
な
ど
に
頼
る
結
果
、
子
孫
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
に
な
っ
て
、
は
や
10
年
、
こ
れ
か

ら
の
常
識
は
「
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活

か
し
て
、
子
孫
の
た
め
に
持
続
可
能
な
社
会

を
ど
う
創
る
か
」と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、国
、

地
方
を
問
わ
ず
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
総
合
振
興
計
画
の
将
来
像
に
掲
げ

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
は
、
そ
の
た
め

の
も
の
で
す
。
本
市
は
、
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
の
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
真
に
そ
の

事
業
が
必
要
か
ど
う
か
を
精
査
し
、
時
代
に

先
駆
け
る
行
政
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

【
予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方
】

　

景
気
の
低
迷
や
雇
用
の
不
安
定
等
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
市
税
収
入
な

ど
の
自
主
財
源
が
減
少
し
て
お
り
、
地
方
交

付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
依
存
財
源

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
度
の
予
算
編

成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
本
庄
市
総
合
振
興

計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て
、
各
施
策
の
意
義
、
目
的
、

効
果
等
を
念
頭
に
置
き
、
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
基
準
と
し
、
事
業

を
選
択
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
税
等
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

財
政
状
況
下
に
あ
る
た
め
、「
本
庄
市
行
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
歳
出
の
節
減
合
理
化

や
特
別
会
計
の
収
支
適
正
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
や
県
の
交
付
金
事
業
等
を
効
果
的

に
活
用
し
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
に

努
め
る
こ
と
と
し
、
財
政
指
数
の
改
善
な
ど
、

財
政
健
全
化
を
考
慮
し
た
予
算
編
成
と
し
ま

し
た
。

★
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平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
総
合
振
興
計
画
に
定
め
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

１　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

２　

活
力
あ
る
経
済
基
盤
づ
く
り

　

３　

心
豊
か
で
健
や
か
な
人
づ
く
り

　

４　

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

５　

全
国
に
知
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
基
準
に
事
業
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
将
来
に
向

け
持
続
可
能
な
自
治
体
と
し
て
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、
財
政
健
全
化
を
考
慮
し
て
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

４
４
２
億
８
、
７
５
０
万
円
（
前
年
度
比
１
・
２
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。歳入

250億
7,800万円

市税
100億
9,677万円
（40.3％）

その他　8億1,814万円（3.2％）

繰越金　５億9,200万円（2.4％）
　分担金及び負担金　4億9,765万円（2.0％）
　　諸収入　４億2,593万円（1.6％）
　　　地方譲与税　3億1,500万円（1.3％）
　　　　使用料及び手数料　
　　　　　２億4,153万円（1.0％）
　　　　　地方特例交付金
　　　　　　１億4,900万円（0.6％）
　　　　　　その他　2億5,922万円（1.0％）

県支出金　15億1,389万円（6.0％）
地方消費税交付金　7億3,000万円（2.9％）

地方交付税
38億5,000万円
（15.4％）

国庫支出金
36億9,251万円
（14.7％）

市債
27億1,450万円
（10.8％）

総額　123,821円
市民１人当たりが負担する市税※

※平成23年１月１日現在の人口（81,543人）をもとに計算

一 般 会 計　　予 算 の 構 成

市民税
51,351円

固定資産税
57,939円

都市計画税
7,250円

市たばこ税
5,462円

軽自動車税
1,819円

総額442億　 8,750万円 一般会計 
特別会計
企業会計

7,800万円
3,498万円
7,452万円

250億
163億
 28億

平
成
２3
年
度
当
初
予
算
の
概
要

本庄市長
吉　田 　信　解



前年度予算との比較
平成22年度 437億7,297万円
平成23年度 442億8,750万円

会計別予算

区 分 予 算 額 増 減 率

一 般 会 計 250億7,800万円 △0.6％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計 86億914万円 1.4％

公 共 下 水 道 事 業 会 計 23億561万円 △3.0％

住 宅 資 金 貸 付 事 業 会 計 912万円 △3.5％

児玉南土地区画整理事業会計 2億3,845万円 △10.1％

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 1億441万円 18.4％

介 護 保 険 会 計 44億6,518万円 12.3％

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 6億307万円 △5.5％

企業会計 水 道 事 業 会 計 28億7,452万円 10.5％

合 計 442億8,750万円 1.2％

※水道事業会計は、収益的支出及び資本的支出で集計

3 平成23年４月１日号
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中
、
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に
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250億
7,800万円

歳出

その他　8億1,814万円（3.2％）

農林水産業費　4億8,017万円（1.9％）

消防費　10億4,991万円（4.2％）

衛生費　15億110万円（6.0％）

民生費
100億
3,283万円
（40.0％）

総務費
33億216万円
（13.2％）

土木費
31億317万円
（12.4％）

教育費
25億7,417万円
（10.3％）

公債費
22億1,635万円
（8.8％）

総額　307,543円
市民１人当たりに使われるお金※

※平成23年１月１日現在の人口（81,543人）をもとに計算

一 般 会 計　　予 算 の 構 成

民生費
123,037円

総務費
40,496円

土木費
38,056円

教育費
31,568円

公債費
27,180円

衛生費
18,409円

その他
28,797円

総額442億　 8,750万円
23年度予算（一般・特別・企業会計をあわせて）



主な事業名（◆･･･平成23年度新規事業　◇･･･一部新規事業）

※施政方針、当初予算概要などの情報は、市ホーム
ページでもご覧になれます。
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◇小学校施設整備事業　4億3,893万円
　本庄東小学校校舎の一部建て替え、中央小学校校
舎耐震補強実施設計、体育館耐震補強実施設計（藤
田小学校、児玉小学校、秋平小学校）を実施する。
◇本庄東中学校建設事業　1億5,821万円
　本庄東中学校校舎の建て替えのための基本設計、
実施設計、地質調査などを実施する。
◇予防接種事業　2億2,403万円
　予防接種法に規定されている各種予防接種に加え、
新たに「子宮頸がん予防ワクチン」、「小児用肺炎球
菌ワクチン」、「ヒブワクチン」の３種類の予防接種
への助成を行う。
◆民間保育所建設補助金交付事業　1億1,453万円
　入所児童の環境改善や安全確保を図るため、民間
保育所の園舎改築に対して補助する。
◇発達教育支援センター事業　1,066万円
　発達に不安のある子どもたちと、その保護者に対
する支援を関係機関との連携により進める。平成23
年度は、相談の回数を増やすとともに、学校との連
携を深めるため就学支援員を配置する。

　
◇家庭教育支援事業　197万円
　「親の学習手引書」、「親子手帳」を活用した学習会
を開催し、家庭教育を支援する。

◇災害時要援護者避難支援対策事業　62万円
　災害時の避難等で援護を必要とする人への支援体
制について、関係機関と連携しながら、その充実を
図る。
◇消防団活動事業　1億6,199万円
　消防団再編による新体制に合わせて、消防器具置
場の整備、消防自動車の配置を進め、消防・防災体
制の強化を図る。
救急医療対策事業　5,434万円
　休日急患診療所、在宅当番医制、病院群輪番制病
院、年末年始休日歯科診療、熊谷・深谷・児玉地区
小児救急支援制度への補助により、救急医療体制の
充実を図る。
市民相談事業　55万円
　弁護士、司法書士による法律相談の回数を増や
し、市民のニーズに対応する。労働法律相談を含
め、月３回、年36回にする。

商工業振興対策事業　8,585万円
　産業の振興、雇用機会の拡大を図るため、奨励金
の交付により企業誘致を促進する。
太陽光発電システム普及促進事業　863万円
　地域における温暖化の防止及び環境の保全に向け
て、住宅用太陽光発電システムを設置した市民を対
象に、設置費の一部を補助する。
農業団体補助事業　318万円
　「有機 100 倍運動」等を通して、消費者のニーズ
に対応した安全で高品質な農産物の生産、環境に優
しい農業の実現を支援する。

健康づくり啓発事業　707万円
　「川淵三郎塾」の開催などにより、「市民一人１ス
ポーツ」を推進するとともに、市民の健康づくりを
促進する。
男女共同参画事業　57万円
　平成22年度に策定した「本庄市配偶者等からの暴
力防止及び被害者支援基本計画」に基づき、相談体
制や自立支援対策の充実を図る。
◇総合振興計画推進事業　57万円
　本庄市総合振興計画基本構想(平成20年度から29年
度)のうち後期基本計画(平成25年度から29年度まで)
の策定に向けて、市民アンケート等を実施する。

◇「本庄早稲田の杜づくり」関連事業　
5億6,474万円

　本庄早稲田駅を中心とした「本庄早稲田の杜」づ
くりを推進する。本庄早稲田駅南口シェルター、近
隣公園などの施設整備を行う。（関連事業名：新都
心地区整備事業、新都心地区都市施設整備事業、新
都心地区埋蔵文化財保存事業、新都心推進事業、本
庄新都心土地区画整理負担事業）
◇観光対策事務費　19万円
　定住自立圏事業の一環として、本庄市・児玉郡内
に本庄地域広域観光振興協議会を設立し、広域的な
観光施策を推進する。

心豊かで健やかな人づくり

安全で安心して暮らせるまちづくり 活力ある経済基盤づくり

市民との協働を推進するまちづくり

全国に知られるまちづくり

歳出予算の内訳

地元産ねぎ「本庄美人」

発達教育支援センター「すきっぷ」



◇申し込み・説明会について（両コース共通）◇
受付期間 ４月19日㈫～28日㈭

申込方法

申込用紙に必要事項を記入のうえ、中央公民館又はセルディに提出
・申込用紙は、４月19日㈫から申込場所で配布します。
・講座の詳細については、申込用紙をご覧ください。
・目や耳、身体の不自由な人にも可能な限り対応しますので、申し込みの際にご相談ください。

説明会
・中央公民館会場　４月19日㈫　午後１時30分～　
・セ ル デ ィ 会 場　４月20日㈬　午後１時30分～

◆成人者コース募集要項◆
期間 ５月28日㈯～平成24年３月17日㈯　※詳しくは、申込用紙をご覧ください。
場所 セルディ、中央公民館、早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンターほか市内各施設
内容 健康、福祉、文化芸術や本庄市の歴史などの一般教養、早稲田大学協賛による講座
対象 市内在住・在勤の20歳以上の人（学生を除く）

◆高齢者コース募集要項◆
本庄キャンパス 児玉キャンパス

期間
６月～平成24年３月

毎月第１月曜日　全10回　午後１時30分～ 毎月第３木曜日　全10回　午後１時30分～
場所 中央公民館 セルディ
内容 健康、福祉、本庄市の歴史などの一般教養
対象 市内在住・在勤の65歳以上の人

学び…まちに自分に新発見！

5 平成23年４月１日号

　

３
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
っ

た
行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て
、
石

田
祐
寛
氏
、
福
島
教
子
氏
、
立
花

勲
氏
が
再
任
さ
れ
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

～高齢者コース（児玉キャンパス）では受講生全員で自治会活動を行っています～
主 な 活 動　自治会まつり、ボランティア活動など　　　　費用　自治会費、その他（実費徴収）
クラブ活動　グラウンドゴルフ、ダンス、民謡、カラオケ、詩吟、ペン習字、ペタンク、ハーモニカ

「市民総合大学」は、市民のみなさんに向けて設置された生涯学習の場です。高齢者コースと成人者
コースがあり、どちらも１年制で開催します。なお、高齢者コースには、今年から本庄キャンパスが
加わり、児玉キャンパスを含め２会場での開催となります。みなさんの仲間づくりや生きがいづくり
に、また、自分の学習成果を地域の活性化やまちづくりに生かしてみませんか。

☆☆高齢者コース・成人者コース受講生募集☆☆

行
政
相
談
委
員
に
各
氏

★生涯学習課
　☎�３２４８・
　　蕭�１６７７

石田　祐寛　氏
☎�３４１５

福島　教子　氏
☎�３０６０

立花　勲　氏
☎�１３７３
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又
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だ
き
ま
す
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面
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け
た
金
額

に
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負
担
金
は
、
算
出
し
た
金
額

　
　

を
５
年
に
分
割
し
、
さ
ら
に

１
年
を
４
期
の
納
期
に
分
け
て
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付
書

は
、
６
月
初
旬
に
受
益
者
に
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
一
括
で
納
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
一
括
納
付
の
場
合
、

年
度
の
最
初
の
納
期
内
に
限
り
、

納
付
す
る
年
数
・
金
額
に
応
じ
て

一
括
納
付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。（
実
際
に
は
、報
奨
金
を
差
し

引
い
た
金
額
で
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。）

※
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
農

　
　

地
等
（
田
・
畑
・
山
林
等
の

現
況
に
あ
る
土
地
）
は
、
宅
地
と

し
て
利
用
す
る
ま
で
の
期
間
、
70
％

を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
の
猶
予
に
は
、「
徴
収
猶
予

申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
　

負
担
金
を
納
付
中
に
、
相
続

　
　

や
売
買
な
ど
の
理
由
で
受
益

者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
下
水
道
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
受
益
者
の
変
更
に
は
、

「
受
益
者
異
動
申
告
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
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届
出
の
あ
っ
た
日
以
前
に
か
か

る
負
担
金
は
、
前
の
受
益
者
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
公
共
下
水
道
は
、
一
般
の
公
共
施
設
（
道
路
・
公
園
）
と
は

違
い
、
利
用
で
き
る
人
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
下

水
道
を
税
金
だ
け
で
整
備
す
る
と
、
下
水
道
が
利
用
で
き
な
い

人
た
ち
も
建
設
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
公
平
な
負

担
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
下
水
道
を
利
用
で
き
る
人
た

ち
（
受
益
者
）
が
建
設
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

下
水
道
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
６

下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

　４月から次の区域で公共下水道が利用できます。

　○本庄４丁目の一部
　○若泉１丁目の一部
　○若泉２丁目の一部
　○けや木１丁目の一部
　○けや木２丁目の一部
　○西五十子の一部
　○児玉町八幡山の一部
　○児玉町児玉の一部
　○本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業地内の一
　　部（北堀の一部、西富田の一部、東富田の一部）

※早めの接続をお願いします。下水道接続工事に
ついては、本庄市指定下水道工事店に依頼してく
ださい。

　農業集落排水処理施設が整備されている地域に
お住まいで、接続がお済みでない家庭は、早めの
接続をお願いします。

　また、すでに接続し使用を開始している家庭で
は、次のことにご注意ください。

①転入、転出、出生、死亡等で使用人数が増減し
　た場合は、「農業集落排水処理施設使用人数変動
　届出書」の提出が必要です。
②建物の改築等で、宅内配管に変更が生じる場合
　は、「農業集落排水設備計画確認申請書」の提出
　が必要です。
③取付マスを新たに設置する場合は、受益者分担
　金を納めていただくことになります。

負
担
金
は
だ
れ
が

　

納
め
る
の
で
す
か
？

負
担
金
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
は
あ
り
ま
す

か
？

受
益
者
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
？

負
担
金
の
納
付
方
法
は
？

負
担
金
の
額
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

負
担
金
Ｑ
＆
Ａ

農業集落排水処理施設への　　　
　　　　　　接続はお済みですか

新たに下水道の利用ができる区域

Q

Q

QQ

Q A

A

AA

A

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

届出は
お早めに!



7 平成23年４月１日号

　　　いざという時はこちらにご相談を！
■埼玉県小児救急電話相談　☎＃ 8000（プッシュ回線・携帯電話からもかけられます。）
　休日・夜間のお子さんの急病時に、家庭での対処方法や受診の必要性について、看護
　師への電話による相談ができます。
　＜相談時間＞　月～土曜日　午後７時～ 11 時　日曜日・祝日・年末年始　午前９時～
　午後 11 時　※「＃ 8000」でつながらない場合には☎ 048-833-7911 へおかけください。
■埼玉県救急医療情報センター　☎ 048-824-4199（24 時間対応）　救急車を呼ぶほどではないが、緊急
　に受診が必要なとき、受診が可能な医療機関を案内します。
■児玉郡市広域消防本部　☎ 0495-24-1119（24 時間対応）　救急車を呼ばなくても病院等へ行くことが
　できる場合、診療可能な医療機関を案内します。（圏域外の医療機関を案内することもあります。）
■「こどもの救急」ホームページ　生後１か月～６歳のお子さんを対象に、診療時間外に病院を受診する
　べきかどうか、判断の目安を提供しています。ホームページアドレス［http://kodomo-qq.jp/］

　市では、市内に住所がある子どもを対象に、健康
保険適用の医療費等を支給しています。この制度を
利用するためには、保護者による事前の登録が必要
です。原則として、登録申請をした日から支給の対
象となりますが、出生日や転入日の翌日から 15 日
以内に申請すると、出生日や転入日から支給の対象
となります。
　登録が済んでいない人は、保険課（市役所１階）、市
民福祉課（総合支所１階）でお早めに申請してください。
登録申請に必要なもの　①対象となる子どもの健康
　保険証　②申請者名義の通帳　③印鑑（朱肉を必
　要とするもの）
※健康保険の加入手続き中で、保険証がお手元にな
い場合は、仮の登録申請をお願いします。

　子ども医療費は、保護者のみなさんの負担分を
大切な税金で支払っています。　
　次の点に注意して、「子ども医療費」の適正化に
ご協力ください。
・緊急時以外は、平日昼間の診療時間内に受診し
　ましょう。
・同じ病気で複数の医療機関を受診することは控
　えましょう。
・ジェネリック医薬品の使用について、医師・薬
　剤師に相談してみましょう。
・急な病気で心配な時は、病状について電話相談
　やインターネットで調べてみましょう。

　歯周病は、知らないうちに進行し、症状が進むまで気
がつきにくい病気です。痛みや出血などの自覚症状が出
る頃には悪化していることがあり、歯を失ったり、全身
の健康に影響を及ぼしたりすることがあります。
　早期に発見し、治療や予防をするためにも、ぜひこの
機会に検診を受けましょう。
期間　５月２日㈪～平成24年３月31日㈯
場所　実施歯科医院
※実施歯科医院について詳しくは、市ホームページ又は
本庄市保健センターでご確認ください。
対象　今年度中に40歳·45歳·50歳·55歳·60歳·65歳·70
　　　　　　歳になる人
用意　健康保険証　費用　無料
申込　実施歯科医院に予約のうえ、受診
★本庄市保健センター☎�２００３

①対象年齢かどうか確認しましょう。
＜今年度の対象者＞
40歳：昭和46年４月２日～47年４月１日生まれ
45歳：昭和41年４月２日～42年４月１日生まれ
50歳：昭和36年４月２日～37年４月１日生まれ
55歳：昭和31年４月２日～32年４月１日生まれ
60歳：昭和26年４月２日～27年４月１日生まれ
65歳：昭和21年４月２日～22年４月１日生まれ
70歳：昭和16年４月２日～17年４月１日生まれ

②実施歯科医院に予約しましょう。無料で検
　診・歯科指導が受けられます。

歯周疾患検診を受けましょう
健康は歯から！

レッツ！歯周疾患検診

★保険課☎�１１１６
　市民福祉課☎�１３３１
　（内線３１５）

小学生以下のお子さんの保護者のみなさんへ子ども医療特集
ミニ

転入届や出生届が済んだら
　　子ども医療費の手続きも忘れずに

「子ども医療費」の適正化に
　　　　　　　　　　ご協力ください



　市民税・県民税の納税（徴収）方法には、普通徴収と特別徴収があります。
○普通徴収　
　自営業者等が該当し、通常６月、８月、10月、翌年１月の４回の納期に分けて個人で納税する方法です。
○特別徴収（給与の場合）
　毎月の給与から天引きし、６月から翌年５月までの12回に分けて納税する方法です。
○特別徴収（公的年金の場合）
　４月１日に65歳以上で、年額18万円以上の公的年金を受給している人のうち、介護保険料が公的年金から
特別徴収されていて、平成23年度に市民税・県民税が課税となる人が、原則として特別徴収の対象です。
　なお、平成22年度から引き続き、特別徴収の対象となる人は、すでに通知済の仮特別徴収税額が平成23年
４月・６月・８月に年金から天引きとなります。
※納税通知書の発送については、特別徴収（給与の場合）は５月中旬に事業所へ、普通徴収は６月上旬に納
税義務者へそれぞれ発送する予定です。

　給与・公的年金等以外(平成23年４月１日におい
て65歳未満の人は給与所得以外)の所得に係る市民
税・県民税については、確定申告などを行う際に、
確定申告書等の第二表の『給与・公的年金等に係る
所得以外の所得に係る住民税の徴収方法の選択』欄
にある、「自分で納付」の部分にチェックを記入す
ることにより、普通徴収で納めることができます。
　申告書の控えをご確認ください。

　市では、納税通知書を発送する前に、申告内容等
について、下記の各項目を確認し、必要に応じて訂
正しています。
・扶養にできない人を扶養にしているなど、受けら
　れない控除を受けている場合
・申告書の計算が誤っている場合
・申告書の記載に不備がある場合
・申告した給与や年金の金額と、市に届いている給
　与支払報告書や公的年金等支払報告書の金額が異
　なる場合
・市外の家族を扶養している場合
※確認・訂正のため、申告書の内容について、市か
ら問い合わせをする場合があります。

　平成23年度市民税・県民税の申告期限は、３月15
日でした。申告が必要な人でまだ済ませていない人
は、速やかに申告をお願いします。

　所得・課税証明書を交付できる人は、下記の条件
に該当する人です。該当しない人は、市に課税資料
がないため、申告をした後でなければ証明書を交付
することができません。
①市民税・県民税の申告をした人
②確定申告をした人
③勤務している会社等から給与支払報告書が市へ提
　出されている人
④年金支払者から年金支払報告書が市へ提出されて
　いる人
※収入がない人、家族の扶養になっている人でも①～
④に該当しない場合は、申告をした後でなければ証
明書を交付できません。
※申告をした後で市民税・県民税の税額を決定しま
す。決定後、所得・課税証明書が交付できます。な
お、税額の決定については、最長で２か月程度かか
りますので、早めの申告をお願いします。

8

ご存じですか　市民税・県民税のあれこれ

～市民税・県民税の納税方法～

給与・公的年金等以外の所得がある場合 申告書等の内容の確認・訂正について

　平成 23 年度（平成 22 年分）の所得・課税証明書
の交付は６月上旬の予定です

★課税課☎�１１２３

申告をお願いします。

忘れていませんか！！
市民税・県民税申告
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次
の
要
件
に
該
当
し
、
利
用
を

希
望
す
る
人
は
、
申
請
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
高
齢
者
入
浴
券

　

市
が
契
約
す
る
公
衆
浴
場
（
藤

の
湯
）
に
入
浴
で
き
る
利
用
券
を

１
か
月
当
た
り
５
枚
発
行
し
ま
す
。

対
象　

世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非

　

課
税
の
世
帯
で
、
自
宅
に
入
浴

　

設
備
の
な
い
65
歳
以
上
の
人

○
高
齢
者
訪
問
理
美
容
券

　

市
の
委
託
を
受
け
た
業
者
が
自

宅
を
訪
問
し
て
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
券
を
年
間
で
４
枚
ま
で（
３

か
月
当
た
り
１
枚
）
発
行
し
ま
す
。

対
象　

理
美
容
院
へ
行
く
こ
と
が

　

困
難
な
在
宅
の
60
歳
以
上
で
、

　

要
介
護
４
又
は
５
の
人

○
ふ
と
ん
乾
燥
等
事
業

　

市
の
委
託
を
受
け
た
業
者
が
年

間
２
回
ま
で
ふ
と
ん
の
乾
燥
消
毒

又
は
丸
洗
い
を
行
い
ま
す
。
実
施

月
の
前
月
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　

世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非

　

課
税
の
世
帯
で
、
寝
た
き
り
状

　

態
に
あ
る
在
宅
の
60
歳
以
上
で

　

要
介
護
４
又
は
５
の
人

実
施
月　

６
月
、
９
月
、
12
月
、

　

翌
年
３
月

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７
、
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３

　

１
（
内
線
３
１
３
）

　市では、在宅で重度の障害がある人の日
常生活を支援するため、タクシー利用料金
の一部（初乗料金）を助成する、福祉タク
シー利用券を配布します。
対象　身体障害者手帳１・２級の人、療育
　手帳Ⓐ、Ａの人
交付枚数　年間24枚（平成24年３月まで有
　効）
※ただし、重度心身障害者自動車燃料費助
成との併給はできません。
申込　身体障害者手帳・療育手帳及び印鑑
　を持参し、下記へ
★障害福祉課☎�１１２５・蕭�１９６３、
　市民福祉課☎�１３３１（内線３１２）・
　蕭�１６３０

高
齢
者
入
浴
券
・
高
齢
者
訪
問
理
美
容
券
の
交
付
と

　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
ん
乾
燥
等
事
業
の
受
付
を
し
ま
す

　市内に住所を有する、後期高齢者医療保険加入者を対象に、４月１日から人間ドックの受診料の一部を助成
します。なお、受診料の助成は、１年度に１回です。
助成要件　下記の要件をすべて満たす人
・後期高齢者医療保険料を完納している人
・市の実施する特定健康診査を同じ年度内に受けていない人
・市の国民健康保険による人間ドックの助成を同じ年度内に受けていない人
※助成希望者が多数の場合、助成を制限する場合があります。
助成額　２万円
※ただし、人間ドック受診料が２万円以下の場合、助成額は受診料と同額になります。

区　分 検　査　項　目
身体計測 身長・体重・肥満度・ＢＭＩ・腹囲
生理学的検査 血圧・心電図・心拍数・眼圧・眼底・視

力・聴力・呼吸機能
レントゲン検査 胸部・上部消化管
超音波検査 腹部
血液生化学検査 総蛋白・アルブミン・クレアチニン・尿酸・

総コレステロール・ＨＤＬコレステロー
ル・ＬＤＬコレステロール・中性脂肪・総
ビリルビン・ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ－ＧＴＰ・
ＡＬＰ・血糖・ＨｂＡ１ｃ

区　分 検　査　項　目

血液学検査 赤血球・白血球・血色素・ヘマ
トクリット・血小板・ＭＣＶ・
ＭＣＨ・ＭＣＨＣ

血清学検査 ＣＲＰ

尿検査 蛋白・ＰＨ・尿糖・沈
ち ん さ

渣・潜
血・比重

便検査 潜血
問診･診察 内科

手続きの方法
①医療機関で人間ドックの予約をする。
②人間ドック受診前 に「予防検診申込書」を保険課又は市民福祉課へ提出する。
③人間ドックを受診する。
④受診後、市から送付された「予防検診助成金交付申請書」に領収書及び検査結果（写し可）を添えて保険課
　又は市民福祉課へ提出する。
※申込書などの書類は、保険課及び市民福祉課の窓口に用意してあります。
★保険課☎�１１１６、市民福祉課☎�１３３１（内線３１５）

後期高齢者医療保険加入者の人間ドックの助成を開始します

重度心身障害者に「福祉タクシー利用券」

を配布します

４月から
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　本庄市国民健康保険税の税率が平成23年度から次のとおり改定となりました。今回、改定された税率
での国民健康保険税の計算方法をお知らせします。
◆国民健康保険税計算方法◆
　下記の試算表をもとに計算すると、みなさんの世帯の平成23年度の国民
健康保険税額を算出することができます。世帯の所得金額によっては、軽
減措置がありますが、国保加入者又は世帯主に未申告者がいる場合には、
適用されませんので、必ず申告をお願いします。なお、軽減措置に該当す
る場合は、表①から表②の軽減額を差し引いてください。
国民健康保険税試算表（表①）

医療分

所得割額 （加入者の平成 22 年中の総所得額－基礎控除
330,000 円×所得を有する人数）× 6.0％

ア　　　　　　　　円
（100円未満切り捨て）

資産割額 固定資産税額（土地・家屋）の 40％
均等割額 11,000 円×加入者人数
平等割額 1 世帯当たり 16,000 円

後期高齢者
支援金分

所得割額 （加入者の平成 22 年中の総所得額－基礎控除
330,000 円×所得を有する人数）× 2.5％ イ　　　　　　　　円

（100円未満切り捨て）均等割額 8,100 円×加入者人数

介護分
（40〜64歳）

所得割額 （加入者の平成 22 年中の総所得額－基礎控除
330,000 円×所得を有する人数）× 2.0％ ウ　　　　　　　　円

（100円未満切り捨て）均等割額 9,100 円×（40 ～ 64 歳の加入者人数）
平成 23 年度年間保険税額 ア+イ+ウ　　　 　円

※医療分の限度額は500,000 円、後期高齢者支援金分の限度額は130,000 円、介護分の限度額は100,000 円
です。これらの金額を超えて課税は発生しません。
国民健康保険税の軽減額（表②）

軽減の割合 世帯主と加入者の総所得額 均等割軽減額
（1人当たり）

平等割軽減額
（１世帯当たり）

７割軽減 330,000 円以下
医療分　　　　　　　7,700 円

11,200 円後期高齢者支援金分　5,670 円
介護分　　　　　　　6,370 円

５割軽減 330,000 円＋ 245,000 円×（世帯
主を除いた国保加入者数）以下

医療分　　　　　　　5,500 円
8,000 円後期高齢者支援金分　4,050 円

介護分　　　　　　　4,550 円

２割軽減 330,000 円＋ 350,000 円×（国保
加入者数）以下

医療分　　　　　　　2,200 円
3,200 円後期高齢者支援金分　1,620 円

介護分　　　　　　　1,820 円
◆国民健康保険税の計算例◆
　平成23年度の国民健康保険税額について、4つの例を紹介します。
例1
　営業収入の世帯
　世帯主42 歳　〔営業所得200 万円（必要経費控除後）・固定資産税額５万円〕・妻 40 歳（無収入）・子12
歳の３人世帯の場合

医療分

所得割額 (2,000,000円－330,000円)×6.0％＝100,200円

ア　　　　 169,200円
資産割額 50,000円×40％＝20,000円
均等割額 11,000円×３人＝33,000円
平等割額 16,000円

後期高齢者
支援金分

所得割額 (2,000,000円－330,000円)×2.5％＝41,750円
イ　　　　　66,000円

均等割額 8,100円×３人＝24,300円
介護分

（40〜64歳）
所得割額 (2,000,000円－330,000円)×2.0％＝33,400円

ウ　　　　　51,600円
均等割額 9,100円×２人＝18,200円

平成 23 年度年間保険税額 ア+イ+ウ　286,800円
改定前保険税額 237,200円

★保険課☎�１１１６　
　課税課☎�１１２２　国民健康保険税を計算してみませんか

なるほど
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例2
　年金収入の世帯
　世帯主68歳　（年金収入300万円・固定資産税５万円）・妻67歳（年金収入80万円）の２人世帯の場合
・所得金額を算出します。
　世帯主　3,000,000円－1,200,000円（公的年金等の雑所得控除額※）＝1,800,000円 
　妻　　　800,000円－1,200,000円（公的年金等の雑所得控除額）＝０円（マイナスのため）
※公的年金等の雑所得控除額は、年齢や収入によって変わります。

医療分

所得割額 (1,800,000円－330,000円)×6.0％＝88,200円

ア　　　　 146,200円
資産割額 50,000円×40％＝20,000円
均等割額 11,000円×２人＝22,000円
平等割額 16,000円

後期高齢者
支援金分

所得割額 (1,800,000円－330,000円)×2.5％＝36,750円
イ　　　　　52,900円

均等割額 8,100円×２人＝16,200円
介護分

（40〜64歳）
65歳以上の加入者のため、介護分はかかりません。別途、
介護保険料が賦課されます。

平成 23 年度年間保険税額 ア+イ+ウ　199,100円
改定前保険税額 176,600円

例3
　５割軽減適用世帯
　世帯主40歳　（給与収入147万円・固定資産税なし）・子13歳・11歳の３人世帯の場合
・所得金額を算出します。
　世帯主　1,470,000円－650,000円（給与所得控除額）＝820,000円

医療分
所得割額 (820,000円－330,000円)×6.0％＝29,400円

ア　　　　　53,900円均等割額 (11,000円－5,500円)×３人＝16,500円
平等割額 16,000 円－ 8,000 円＝ 8,000 円

後期高齢者
支援金分

所得割額 (820,000円－330,000円)×2.5％＝12,250円
イ　　　　　24,400円

均等割額 (8,100円－4,050円)×３人＝12,150円
介護分

（40〜64歳）
所得割額 (820,000円－330,000円)×2.0％＝9,800円

ウ　　　　　14,300円
均等割額 (9,100円－4,550円)×１人＝4,550円

平成 23 年度年間保険税額 ア+イ+ウ　  92,600円
改定前保険税額（４割軽減） 80,500円

例4
　２割軽減適用世帯
　世帯主32歳　（給与収入222万8千円・固定資産税なし）・妻30歳（パート給与収入65万円）・子５歳の３
人世帯の場合
・所得金額を算出します。
　世帯主　2,228,000円－848,400円（給与所得控除額）＝1,379,600円（給与所得控除後の金額※）
　妻　　　650,000円－650,000円（給与所得控除額）＝０円
※給与所得控除後の金額は源泉徴収票や申告書（控）などで確認をしてください。

医療分
所得割額 (1,379,600円－330,000円)×6.0％＝62,976円

ア　　　　 102,100円均等割額 (11,000円－2,200円)×３人＝26,400円
平等割額 16,000円－3,200円＝12,800円

後期高齢者
支援金分

所得割額 (1,379,600円－330,000円)×2.5％＝26,240円
イ　　　　　45,600円

均等割額 (8,100円－1,620円)×３人＝19,440円
介護分

（40〜64歳） 40 歳未満の加入者のため、介護分はかかりません。

平成 23 年度年間保険税額 ア+イ+ウ　147,700円
改定前保険税額（軽減なし） 136,700円

　市国民健康保険加入者の平成21年度医療費は69億円で、ここ３年間で10億８千万円も増加しました。
医療費の増加は、国保財政を圧迫し、加入者の国保税負担を増加させます。
　日頃からバランスのとれた食生活や適度な運動を心掛け、病気をしない体をつくりましょう。みなさん
の健康生活が医療費の抑制につながります。ご協力をお願いします。



　映画でまちを元気にしたい、本庄の魅力を全国に発信したい……地域のみなさんのそんな力を結集した映
画「ＪＡＺＺ 爺 ＭＥＮ」が完成し、２月 20 日に、完成披露上映会が行われました。４月 16 日（土）からは、
ユナイテッド・シネマ ウニクス上里でいよいよ一般劇場公開される予定です。中高年へのエール、まちおこし、
夫婦愛など、さまざまなテーマのもと、笑いあり、涙ありの感動作になっています。ぜひご覧ください。

児玉町金屋の田園風景

★秘書広報課☎�１１５５
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　物語は、音楽教師を定年退職した元ジャズマンが、ま
ちおこしのためにと集められた素人集団のおじさん、お
ばさんを、悪戦苦闘しながらも、りっぱなジャズマンに
成長させるという、汗と笑いと涙の感動ドラマ。
　ストーリーだけでも、十分楽しめて、元気が出てくる
映画ですが、何といっても市民にとって見逃せないのが、
市内の田園風景や川辺、古い町並み、間瀬湖や高窓の里、
若泉公園、愛

あ た ご

宕神社、など本庄の美しい景色が随所に出
てくるところ。旧市街地の商店や郊外の農家・ビニール
ハウスなど、おなじみの場所がいっぱいです。
　また、オーディションを受けた市民の出演者の演技も
必見、エキストラのみなさんも大勢出演しています。な
んと「どらＱ」や「はにぽん」も登場します。
　４月 16 日㈯から、ユナイテッドシネマ ウニクス上里
で劇場公開（一般料金：1,300 円）の予定ですのでお出
かけください。（随時埼玉県内の劇場でも公開予定）

　２月 20 日の完成披露上映会には、監督・出演者も
駆けつけ（表紙写真、説明参照）それぞれ、映画に寄
せる熱い思いを語ってくれました。また、上映前には、
映画のモデルになったジャズバンド「ＳＨＪＯ」（左ペー
ジに紹介記事）の演奏や上映終了後には、監督から撮
影秘話が明かされ、スタッフが撮影したメーキング映
像も上映されました。
　この日は、協賛者や撮影場所提供者などの協力者約
300 人が招待されましたが、「３回泣きました」、「市民
のパワー、熱い思いがしっかり私たちに伝わりました」、

「元気が出ました」などの感想が多数寄せられました。

＜応募方法＞
　はがきに次の①～③をご記入のうえ、４月 12 日㈫

（必着）までに〒 367-8501　本庄市本庄３－５－３
　市役所秘書広報課 映画招待係 までお送りくださ
い。（1 人 1 枚限り）①住所②氏名③電話番号
※応募者多数の場合は抽選、発表は、発送をもって
かえさせていただきます。

本庄の美しい風景をスクリーンで！

監督・出演者も駆けつけ完成披露上映会

ユナイテッド・シネマ ウニクス上里で、いよいよ劇場公開！

本庄拠点地域映画「Ｊ
ジャズ

ＡＺＺ 爺
じい

 Ｍ
メン

ＥＮ」

４月16日から
（予定）

「無料鑑賞券」をプレゼント！
劇場公開記念 ５組10人に



あて先
〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係

☎�1155・蕭�8499　※締め切りは４月15日㈮必着です。

▲映画「JAZZ 爺 MEN」完成披露上映会で演奏を披露する
　SHJO のみなさん

13 平成23年４月１日号

憲法を考える講演と
音楽の集い

日時　５月29日㈰
　　　午後１時〜５時
場所　市民文化会館
内容　音楽と池田香代子さんの講演
費用　1,000円
※高校生以下、障害者は無料
問い合わせ　中里☎�９８５０

春の茶会
日時　４月24日㈰
　　　午前10時〜午後３時
場所　埼玉グランドホテル本庄
対象　どなたでも
費用　2,000円（茶券３席分）
問い合わせ　鈴木☎�３６３３

え
っ
！
あ
の
バ
ン
ド
に

　
　
モ
デ
ル
が
あ
っ
た
!?

　

こ
の
た
び
完
成
し
た
本
庄
拠
点

地
域
映
画
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

爺 

Ｍ
Ｅ

Ｎ
」。劇
中
で
清
水
章
吾
さ
ん
、井

上
順
さ
ん
ら
出
演
者
が
結
成
す
る

市
民
バ
ン
ド
に
モ
デ
ル
が
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

そ
の
バ
ン
ド
こ
そ
「
Ｓ
Ｈ
Ｊ
Ｏ

（
ス
イ
ン
グ
・
ハ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
）」。
本
庄
西
中
な
ど
の

吹
奏
楽
部
顧
問
と
し
て
、
数
々
の

実
績
を
残
し
た
野
津
悟
さ
ん
が
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ウ
ニ
ク

ス
上
里
」
の
支
配
人
佐
々
木
輝
伸

さ
ん
の
「
音
楽
で
地
域
の
ま
ち
お

こ
し
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
に

共
感
し
て
結
成
し
た
、
社
会
人
バ

ン
ド
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
本
庄
市
、
児
玉
郡

だ
け
で
な
く
、
深
谷
市
や
群
馬
県

の
人
も
含
め
て
23
人
。
今
で
は
、

毎
年
ウ
ニ
ク
ス
上
里
で
開
催
さ
れ

る
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
月

例
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
等
に
参

加
し
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
５
月
８
日
㈰
の
予
定
。
４
月

16
日
㈯
か
ら
上
映
予
定
の
映
画
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

―
「
Ｓ
Ｈ
Ｊ
Ｏ
」
で
は
、
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
野
津
さ
ん
（
☎

�
４
０
１
２
）ま
で
ご
連
絡
を
。
―

４月生まれのみんな

★５月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

掲載についてのお問い合
わせや申し込みは、秘書
広報課（☎�１１５５）へ
※市ホームページでもご
覧いただけます。

前
ま え だ

田 叶
か の ん

希音ちゃん ( 仁手 )
< 平成 20 年生まれ >

金
か な い

井 輝
ひかる

ちゃん・涉
わたる

ちゃん
( 東富田 )< 平成 18・22 年生まれ >

光
こうやま

山 里
り お

桜ちゃん（鵜森)

　< 平成 21 年生まれ >
木
き む ら

村 彩
あ い り

衣里ちゃん・将
ま さ と

人ちゃん
( 栄２丁目 )< 平成 22 年生まれ >

髙
たかはし

橋 陸
りく

ちゃん（児玉町蛭川)

　< 平成 22 年生まれ >

井
いのうえ

上 瑞
み ず き

絆ちゃん（児玉町蛭川)

　< 平成 21 年生まれ >

やんちゃ娘のか
のん♪３歳おめ
でとう♡いつまで
も優しい心＆笑
顔を大切にネ。大
好きだよ！

こ れ か ら も か
わ い い 笑 顔 を
た く さ ん 見 せ
てね♡

やさしい笑顔で
みんなを幸せに
してくれるりく
たん。たくさん
遊んですくすく
育ってね！

２歳おめでとう。
お兄ちゃんたち
と仲良く、たく
さん遊んで元気
に育ってね！

２歳のお誕生日
おめでとう♪こ
れからも弟思い
の優しいお姉ちゃ
んでいてね♡

あ い ち ゃ ん 、
ま ー く ん １ 歳
お め で と う ♡
元 気 に 明 る く
育ってね。



14

　

２
月
17
日
、
児
玉
町
金
屋
で
発

生
し
た
火
災
に
際
し
、
迅
速
に
初

期
消
火
を
行
い
、
被
害
の
拡
大
を

防
い
だ
林
下
恵
美
さ
ん
（
児
玉
町

金
屋
在
住
）
の
功
績
に
対
し
て
、

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
消
防
長

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈳
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
庄
児
玉
郡

支
部
青
年
部
会
か
ら
横
断
幕
と
鉛
筆
を
、

Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
か
ら
学
童
用
及
び
保

護
者
用
横
断
旗
を
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
活

動
の
た
め
、
役

立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
（
敬
称
略
）

▲３／６中央公民館
［市民カメラマン仁科和十さん撮影］

▲３／ 15 本庄南中卒業式

▲

　めでたく 100 歳を迎えられた児玉町上真下にお
住まいの亀田ミヨさん（明治 44 年２月 24 日生ま
れ）と児玉町八幡山にお住まいの石橋信夫さん（明
治 44 年３月 10 日生まれ）に、お祝いの「寿状」
を渡しました。

　３月 15 日に市立の各中学校で、24 日
には各小学校で、それぞれ卒業式が行われ、
卒業生たちは、新たな思いを持って旅立ち
ました。

和楽器ルネサンス～水川寿也＆ＡＸＩＳ～
〜希望を胸に〜

小中学校卒業式

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
命
救
助
を
表
彰

生涯学習講座 特別コンサート

本庄名物「つみっこ」教室

美しい
和楽器の

調べ

３／17
つきみ荘

▲亀田 ミヨさん ▲石橋 信夫さん

祝　百　歳
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市
民
課
の
日
曜
開
庁
を
臨
時

休
業
し
ま
す

　

市
民
課
の
組
織
変
更
に
伴
い
、

課
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
を
行
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
課
の
日

曜
窓
口
の
開
庁
を
次
の
と
お
り
臨

時
休
業
し
ま
す
。

休
業
日　

５
月
１
日
㈰

※
戸
籍
の
届
出
は
、
通
常
ど
お
り

休
日
夜
間
受
付
窓
口
で
受
付
し
ま

す
。

★
市
民
課
☎
�
１
１
１
２

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
、
有

料
広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
３
２
、
０
０
０
部
発
行
の

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
。

広
告
媒
体　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う（
毎

　

月
１
日
発
行
）

募
集
期
間　

４
月
28
日
㈭
ま
で（
必

　

着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

　

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

　

最
下
段

②
募
集
枠
数　

２
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）　

３

　

０
、
０
０
０
円
（
３
号
分
）

⑥
掲
載
期
間　

７
～
９
月
号
（
３

　

号
分
）

※
７
月
号
か
ら
連
続
し
て
６
号
分
、

９
号
分
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

　

接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

　

提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

　

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

　

の
）

②
広
告
の
原
稿

③
納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

　

の
場
合
）

郵
送
先　

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３　

本

　

庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

　

よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
本
庄
市

有
料
広
告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基

準
」（
企
画
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
に
つ
い
て

　

平
成
23
・
24
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
設
計･

調
査･

測

量
業
務
、
土
木
施
設
維
持
管
理
業

務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
は
埼
玉
県
電
子
入

札
共
同
シ
ス
テ
ム
参
加
自
治
体
と

共
同
受
付
に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈪
～
20
日

　

㈮
受
付
場
所　

埼
玉
教
育
会
館
（
さ

　

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
12
―

　

24
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午

　

後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

　

時
を
除
く
）

※
予
約
制
で
す
。

申
請
方
法　

書
類
に
よ
る
申
請
の

　

み
で
す
。
対
面
審
査
を
行
い
ま

　

す
。
郵
送
又
は
電
子
申
請
に
よ

　

る
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
上
旬

に
埼
玉
県
入
札
審
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

参
加
資
格
の
有
効
期
間　

７
月
１

　

日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

★
財
政
課
☎
�
１
１
６
５

お
知
ら
せ

東北地方太平洋沖地震による大震災について

　このたびの大震災の被害は、わが国にとって戦
後65年間で最も巨大で悲惨なものとなりました。
ご家族やご親族、ご友人が被災された方もいらっ
しゃると思います。あらためて被災地の皆様に心
からお見舞い申し上げ、犠牲となられた方々に深
く哀悼の意をささげます。そして、自衛隊をはじ
め、多くの救援・復旧・支援に携わる方々に、敬
意と感謝を申し上げます。
　地震発生直後より本庄市では警戒体制をしき、
震災対策本部を設置し、行政として多くの機関・
企業・団体・市民の皆様とともに、刻々と変わる
状況に対応してまいりました。本市では、地震に
よる甚大な被害はなく、復旧もスムーズに行うこ
とができましたが、この原稿を書いている３月

15日現在、今後も広域的に大きな余震や、原発
の事故など、数多くの二次的被害、影響が予想さ
れ、緊迫した事態が続いております。
　今後とも、本庄市行政は市民の安全安心のため
にできる限り力を尽くします。同時に市民の皆様
におかれましても、日本全体がかつてない状況に
直面している今、正しい情報収集に努められ、ぜ
ひ、冷静な行動をとっていただきたくお願い申し
上げます。
　今こそ私たちの社会の底力が試されております。
特に病気の方、高齢者や障害を持つ方がお近くに
おられる場合、ぜひ皆様の温かい見守りをお願い
します。このような時だからこそ、ご家族ご近所
お互いに支え合い、力を合わせましょう。市民・
行政一体となって、ともにこの危機を乗り越えて
まいりましょう。皆様の温かいご理解、ご協力、
ご尽力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　本庄市長
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催
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求
人
企
業
合
同
面
接
会
を
開
催

　

大
宮
会
場
で
は
30
社
、
熊
谷
会

場
で
は
15
社
の
参
加
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
履
歴
書
を
複
数
枚
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
不
要
、
入

退
場
自
由
で
す
。

①
大
宮
会
場

日
程　

４
月
13
日
㈬

会
場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

②
熊
谷
会
場

日
程　

４
月
19
日
㈫

会
場　

熊
谷
市
立
商
工
会
館

《
両
会
場
共
通
》

時
間　

午
後
１
時
～
４
時
（
受
付

　

は
正
午
～
午
後
３
時
30
分
）

対
象　

平
成
24
年
３
月
に
大
学
・

　

短
大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込

　

み
の
人
（
１
～
３
年
以
内
程
度

　

の
既
卒
者
も
可
）

※
新
卒
者
求
人
情
報
サ
イ
ト
「
埼

玉
雇
対
協
ナ
ビ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.kotaikyou-
saitam

a.ne.jp/

）
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎
０

　

４
８
―
６
４
７
―
４
１
８
５

本
庄
市
の
風
景
・
ま
つ
り
の

写
真
を
募
集

　

本
庄
市
観
光
協
会
で
は
、
市
内

の
四
季
折
々
の
ま
つ
り
や
風
物
詩
、

日
常
の
風
景
な
ど
年
間
を
通
し
て

の
写
真
を
募
集
し
、
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す
。

題
材　

自
由
（
自
然
、
文
化
財
、

　

郷
土
芸
能
等
）

※
平
成
23
年
中
に
撮
影
し
た
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
形
態　

四
つ
切
プ
リ
ン
ト
、

　

又
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
程
度

※
応
募
方
法
等
は
、
６
月
以
降
に

本
庄
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.honjo-kanko.jp/

）

に
掲
載
し
ま
す
。

★
本
庄
市
観
光
協
会
本
庄
支
部（
商

　

工
課
内
）
☎
�
１
１
７
４

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
を

募
集

　

食
品
販
売
店
で
日
常
の
買
い
物

を
し
な
が
ら
食
品
の
表
示
の
有
無

な
ど
を
確
認
し
、
任
期
中
に
20
店

舗
程
度
に
つ
い
て
定
期
的
に
報
告

す
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の

　

人
任
期　

６
月
（
委
嘱
の
日
）
～
平

　

成
24
年
３
月
31
日

定
員　

１
０
０
人
（
選
考
）　
　

謝
金　

８
、
０
０
０
円
（
年
間
）

申
込　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
・
応

　

募
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）
を

　

記
入
の
う
え
、
４
月
25
日
㈪
ま

　

で
に
左
記
へ
郵
送

郵
送
先　

〒
３
３
０
―
９
３
０
１

　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―

　

15
―
１

★
埼
玉
県
農
産
物
安
全
課
☎
０
４

　

８
―
８
３
０
―
４
１
１
０

「
第
61　　　
回
埼
玉
県
美
術
展
覧

会
」
の
作
品
募
集
・
開
催
に

つ
い
て

日
時　

５
月
31
日
㈫
～
６
月
22
日 

　

㈬（
月
曜
休
館
）　

午
前
10
時
～

　

午
後
５
時
30
分

会
場　

県
立
近
代
美
術
館
（
さ
い

　

た
ま
市
浦
和
区
常
盤
９
―
30
―

　

１
）

※
観
覧
は
無
料
で
す
。

出
品
部
門　

日
本
画
（
水
墨
画
含

　

む
）、
洋
画
（
版
画
含
む
）、
彫

　

刻
工
芸
、
書
（
篆て

ん
こ
く刻
・
刻
字
含

　

む
）、
写
真

応
募
資
格　

県
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
で
15
歳
以
上
の
人
（
中
学

　

生
を
除
く
）

出
品
点
数　

各
部
門
３
点
ま
で

出
品
手
数
料　

１
点
に
つ
き
３
、

　

０
０
０
円

搬
入
期
間　

５
月
13
日
㈮
～
15
日

　

㈰

※
応
募
書
類
は
、
各
公
民
館
、
図

書
館（
本
館
・
児
玉
分
館
）、
県
展

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
pref.saitam

a.lg.jp/site/
geibunsai/kenten.htm

l

）
等
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

★
埼
玉
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
☎

　

０
４
８
―
８
３
０
―
６
９
２
１

「
第
８
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地

グ
ル
メ
王
決
定
戦
＆
埼
玉
県

物
産
観
光
展
」を
開
催
～
本
庄

市
の
つ
み
っ
こ
が
出
場
！
～

　

埼
玉
県
内
各
地
域
自
慢
の
ご
当

地
グ
ル
メ
が
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム

２
０
０
２
に
大
集
合
。
あ
な
た
の

１
票
が
「
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル

メ
王
」
を
決
め
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
物
産
展
で
は
、
埼

玉
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
的
な
技

術
に
育
ま
れ
た
優
良
な
県
産
品
を

体
感
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
１
日
㈰　

午
前
10
時
～

　

午
後
３
時
30
分

場
所　

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０

　

２
公
園
（
埼
玉
高
速
鉄
道
浦
和

　

美
園
駅
か
ら
徒
歩
15
分
）

※
駐
車
場
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
４

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・５月２日㈪・９日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６

１日㈮〜４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・
５月２日㈪・９日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
16日㈯〜21日㈭、５月１日㈰〜６日㈮

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合か
らの配分金をさまざまな事業に活用しています。

−市税夜間収納窓口のお知らせ−
日時　４月５日㈫　　　午後５時15分〜７時
場所　・市役所１階　　収納課☎�１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

市税の納付は安心・便利な口座振替を！
　預貯金通帳と届出印を持参のうえ、各金融機関又はゆ
うちょ銀行・郵便局の窓口でお申し込みください。

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５
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前
原
児
童
セ
ン
タ
ー「
ク
レ
ー

プ
を
作
ろ
う
」
を
開
催

　

お
い
し
い
ク
レ
ー
プ
を
み
ん
な

で
作
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
～

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

　

角
巾
、
タ
オ
ル

申
込  

４
月
９
日
㈯
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

「
第
26    
回
児
玉
郡
市
花
と
緑
の

展
覧
会
」
を
開
催

　

児
玉
郡
市
温
室
鉢
物
研
究
会
で

は
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
草
花
類
・

観
葉
植
物
・
洋
ら
ん
な
ど
の
鉢
物

の
展
示
即
売
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
17
日
㈰　

午
前
９
時
～

　

午
後
３
時

会
場　

市
民
文
化
会
館

内
容　

展
覧
会
一
般
公
開
、
チ
ャ

　

リ
テ
ィ
ー
即
売
会
、
寄
せ
植
え

　

展
示
・
即
売
、
抽
選
会
な
ど

※
先
着
５
０
０
人
に
花
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業

　

支
援
部
☎
�
３
１
１
６

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
を

開
催

日
時　

５
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で

　

の
毎
週
月
曜
日　

全
４
回　

午

　

前
９
時
～
正
午

会
場　

若
泉
運
動
公
園
運
動
場
第

　

２
グ
ラ
ウ
ン
ド

講
師　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

　

会
指
導
者

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

50
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込　

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話

　

又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
教
室
を
開
催

日
時　

５
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で

　

の
毎
週
土
曜
日　

全
３
回　

午

　

前
９
時
～
正
午

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム
南
側
「
陽

　

だ
ま
り
の
丘
コ
ー
ス
」

講
師　

日
本
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

　

ゴ
ル
フ
協
会
指
導
員

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物

※
用
具（
ク
ラ
ブ
・
マ
ッ
ト
・
ボ
ー

ル
）
は
用
意
し
ま
す
。

申
込　

４
月
28
日
㈭
ま
で
に
電
話

　

又
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

弓
道
教
室
を
開
催

日
時　

５
月
10
日
か
ら
６
月
10
日

　

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日　

全

　

10
回

・
昼
の
コ
ー
ス

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
夜
の
コ
ー
ス

　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　

弓
道
場　
　

講
師　

市
弓
道
連
盟
指
導
者

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　

で
高
校
生
以
上
の
人

定
員　

各
コ
ー
ス
20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込　

４
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

柔
道
教
室
を
開
催

日
時　

５
月
11
日
か
ら
６
月
22
日

　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
７
回

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　

武
道
館

講
師　

市
柔
道
連
盟
指
導
者

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

※
柔
道
着
は
貸
与
し
ま
す
。

申
込　

４
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
を
開
催

日
時　

５
月
15
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
～

　

開
始　

午
前
９
時
30
分
～

会
場　

市
民
体
育
館

参
加
資
格　

女
子
チ
ー
ム
又
は
混

　

合
チ
ー
ム

参
加
費

　

一
般
チ
ー
ム　

無
料

　

協
会
加
盟
チ
ー
ム

　

１
、
０
０
０
円

申
込　

４
月
27
日
㈬
午
後
７
時
30

　

分
か
ら
市
民
体
育
館
で
組
み
合

　

わ
せ
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
参

　

加
希
望
チ
ー
ム
は
参
加
費
を
持

　

参
の
う
え
、
抽
選
会
に
出
席
し

　

て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
イ
ン
デ
ィ

　

ア
カ
協
会
・
篠
塚
（
☎
�
３
４

　

４
７
）
へ



公

民

館

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

18

「
は
じ
め
て
の
卓
球
」
教
室
を

開
催

日
時　

５
月
12
日
か
ら
６
月
２
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
４
回

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　

市
卓
球
連
盟
指
導
者

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

申
込　

４
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

日
時　

５
月
18
日
㈬

　

受
付　

午
前
７
時
30
分
～

　

競
技
開
始　

午
前
８
時
～

会
場　

上
里
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者

定
員　

１
２
０
人
（
多
数
の
場
合

　

抽
選
）

費
用
（
昼
食
代
等
を
含
む
）

　

参
加
費　
　
　

４
、
０
０
０
円

　

年
会
費　
　
　

１
、
０
０
０
円

　

プ
レ
ー
費　
　

５
、
５
０
０
円

申
込　

４
月
28
日
㈭
ま
で
に
市
民

　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
関
根
（
☎
�

　

３
３
３
３
）
へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館
☎
�
２
７
９
８

◆
５
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
た

　

だ
し
３
日
㈷
・
６
日
㈮
は
開
放

　

を
お
休
み
し
ま
す
。）

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

　

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
５

月
31
日
㈫
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
�
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
１
月
と
８

月
は
休
み
で
す
。）お
茶
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
江
戸
千
家

日
時　

４
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
～

　

４
時

◇
表
千
家

日
時　

５
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
～

　

４
時

《
共
通
》

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

◆
山
野
草
と
小
品
盆
栽
春
季
展

　

春
の
野
山
の
風
情
を
室
内
で
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

本
庄
公
民
館
☎
�
７
３
８
３

◆
初
心
者
短
歌
教
室

　

日
本
語
の
美
し
さ
、
楽
し
さ
、

深
さ
が
実
感
で
き
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日
か
ら
５
月
31
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
５
月
３

　

日
㈷
を
除
く
）　

全
５
回　

午

　

前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講
師　

福
井　

謙
次　

先
生
（
本

　

庄
短
歌
会
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
木
目
込
み
人
形
づ
く
り
教
室

　

木
目
込
み
人
形
の
置
物
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
25
日
㈪
・
５
月
９
日

　

㈪
・
16
日
㈪　

全
３
回　

午
前

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　

青
木　

玲
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
３
０
０
０
円

用
意　

カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み
、
ま

　

ち
針

申
込　

４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館　

☎
�
２
３
３
２

◆
癒
し
の
初
心
者
太
極
拳
教
室　

　

太
極
拳
の
基
本
を
、全
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
が
分
か
り
や
す
く
教
え

て
く
れ
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
か
ら
25
日
ま
で

　

の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回　

午

　

後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　

吉
永　

麻
里
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴（
ひ
も
付
き
）、飲

　

み
物

申
込　

４
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ
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た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
本
館

日
時　

４
月
９
日
㈯
・
23
日
㈯

　

午
後
２
時
～

会
場　

本
館
児
童
室

内
容　

｢

春
の
は
な
し
」
を
テ
ー

　

マ
と
し
た
絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

　

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　

４
月
９
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館
親
子
読
み
き
か

　

せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　

本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

日
時　

４
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
～

内
容　

ま
ん
が
日
本
昔
話
「
桃
太

　

郎
・
豆
つ
ぶ
こ
ろ
こ
ろ
・
わ
ら

　

し
べ
長
者
・
田
植
地
蔵
」

会
場　

本
館
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

４
月
７
日
㈭
・
５
月
12
日

　

㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分　

会
場　

本
館
児
童
室
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

　

ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　

ら
べ
う
た
な
ど

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

顔
の
な
い
軍
隊

　
　

エ
ベ
リ
オ
・
ロ
セ
ー
ロ 

著

「
ワ
タ
ク
シ
ハ
」　

羽
田 

圭
介 

著

あ
ん
で
ら
す
の
鐘

　
　
　
　
　
　

澤
田 

ふ
じ
子 

著

本
に
埋
も
れ
て
暮
ら
し
た
い　

桜

　

庭
一
樹
読
書
日
記

　
　
　
　
　
　
　

桜
庭 

一
樹 

著

「
は
や
ぶ
さ
」
か
ら
の
贈
り
物

　
　
　
　

朝
日
新
聞
取
材
班 

著

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
ラ
イ
フ
を

　

愉
し
む

　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社 

編
著

★
今
月
の
児
童
図
書

夢
を
追
う
人　
　

星
野 

道
夫 

著

ぼ
く
ん
ち
豆
腐
屋

　
　
　
　
　
　

上
条 

さ
な
え 

作

か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と
バ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤 

洋 

作

お
お
き
な
け
や
き　

林 

木
林 

作

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

純
平
、考
え
直
せ　

奥
田 

英
朗 

著

き
こ
と
わ　
　

朝
吹 

真
理
子 

著

挫
折
力　

一
流
に
な
れ
る
50
の
思

　

考
・
行
動
術　

冨
山 

和
彦 

著

「
が
ま
ん
」
す
る
か
ら
老
化
す
る

　
　
　
　
　
　
　

和
田 

秀
樹 

著

民
生
委
員
の
た
め
の
地
域
福
祉
活

　

動
Ｑ
＆
Ａ
改
訂　

小
林 

雅
彦 

著

甲
状
腺
の
病
気

　
　
　
　
　

山
田 

恵
美
子 

監
修

電
車
と
バ
ス
で
行
く
ぐ
ん
ま
の
里

　

山
て
く
て
く
歩
き 

小
暮 

淳 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

本
で
調
べ
て
ほ
う
こ
く
し
よ
う

　
　
　
　
　
　

赤
木 

か
ん
子 

著

み
ん
な
す
て
き
！

　

レ
オ
・
テ
ィ
マ
ー
ス 

作
・
絵

も
り
の
ね
こ　

工
藤 

有
為
子 

文

旅
す
る
ウ
サ
ギ　

竹
下 

文
子 

作

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　

銀
城 

康
子 

文

続　

こ
と
わ
ざ
シ
ョ
ウ

　
　
　
　
　

中
川 

ひ
ろ
た
か 

文

開
館
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
る
計
画
停
電
の
実
施
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
開
館
時
間
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午

　

後
５
時

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

　

先
染
め
布
で
上
品
な
バ
ッ
グ
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
27
日
か
ら
５
月
25
日

　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
５
月
４

　

日
㈷
を
除
く
）　

全
４
回　

午

　

前
10
時
～
正
午

講
師　

椙
田　

晴
美　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、２
０
０
円
（
材
料
費
）

※
針
が
必
要
な
人
は
３
、
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

用
意　

は
さ
み
（
紙
用
と
布
用
の

　

２
種
類
）、
定
規
（
20
㎝
位
と

　

40
㎝
位
の
２
本
）、
２
Ｂ
の
鉛

　

筆
、
裁
縫
用
具
（
持
っ
て
い
る

　

人
）

申
込　

４
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館
☎
�
３
５
３
８

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

　

食
べ
て
し
ま
う
の
が
も
っ
た
い

な
い
よ
う
な
、
太
巻
き
寿
司
を
作

り
ま
す
。
切
り
口
を
見
る
と
歓
声

が
あ
が
り
ま
す
よ
。

日
時　

４
月
22
日
㈮　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
三

　

角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　

４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

旭
公
民
館　

☎
�
５
９
４
０

◆
押
し
花
絵
教
室

　

花
や
葉
な
ど
を
押
し
花
に
し
て

絵
を
描
き
ま
す
。
作
品
を
お
部
屋

に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
24
日
か
ら
６
月
７
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
３
回

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　

石
黒　

友
梨　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

ピ
ン
セ
ッ
ト
、
は
さ
み
、

　

木
工
用
ボ
ン
ド

申
込　

４
月
25
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前9時30分～午後5時
休館日／毎週月曜日
　　　　29日㈷（祝日休館日）
　　　　30日㈯（館内整理日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/



　

日　程
前原つどいの広場

｢水曜ルンルンタイム｣
午前10時〜11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分〜11時30分

児玉つどいの広場
「水曜ワクワクタイム」

午前10時〜11時
４月６日㈬ 大型絵本

４月13日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会

４月20日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） 出席カード作り こどもの日製作

４月27日㈬ 誕生会とこどもの日製作 こいのぼりを作ろう おはなし広場「てんとうむし」

日　程 内　容 会　場

４月15日㈮ ようこそ「ゆうゆう」へ 前原児童センター

４月18日㈪ ようこそ「ゆうゆう」へ 日の出児童センター

４月25日㈪ ようこそ「ゆうゆう」へ 児玉つどいの広場

５月６日㈮ ママありがとう 前原児童センター

　実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

４月３日㈰ 午前９時〜11時 総合支所

回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００
（佐久間さんち）４月17日㈰

午前９時〜11時 市役所
午後１時〜３時 市民プラザ

５月１日㈰ 午前９時〜11時 総合支所

４月20日㈬ 随時受付 就労継続支援 B 型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

20

　市では、ごみ減量・地球温暖化防止対策の取り組みとして、マイバッグ利用によるレジ袋削減を進めています。
これまでに、市内のスーパーなどでキャンペーンを実施したところ、マイバッグ等を利用している人がとても多く、
みなさんが環境問題に大きな関心を持っていると感じました。環境省の調査でも、家庭から出されるごみに含ま
れる容器包装廃棄物（袋やトレーなど）は着実に減少しているそうです。
　わたしたちが毎日出すごみを少しでも減らすことが地球環境を守ることにつながっている、と考え、買い物の
際にはマイバッグ等を利用しましょう。

　２月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
　ご協力ありがとうございます。（合計28,295㎏）
○生きびん　　4,433㎏　○その他のびん　12,894㎏　○飲料用缶　4,785㎏
○その他の缶　1,161㎏　○ペットボトル　  5,022㎏

★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０子育て支援のお知らせ（４月〜５月上旬）

　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子でふれ
あうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し込みは不
要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時〜午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう｣）のご案内

資源ごみ回収量の報告

環境推進課 ☎�1172

産業建設課 ☎�1331(内線224）

日時　午前10時〜11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」のみ
　　　なさん
※お気軽にお越しください。事前の申し込み
は不要です。

集団資源回収予定表

～レジ袋削減でごみを減らしましょう～

～小山川クリーンセンターへのごみの自己搬入について～

　児玉郡市在住の人が排出した家庭系ごみは、１回の搬入量が100kg以下の場合、手数料無料で処分できます。（１
日に何回でも搬入できます。）また、事前の手続き等も不要です。搬入できるごみの基準など、詳しくは小山川クリ
ーンセンター（☎�８２００）へお問い合わせください。



県 民 相 談 会場　埼玉県北部地域振興センター
　　　（熊谷地方庁舎１階）

相 談 名 相 談 日 時 な ど 問 い 合 わ せ

県 民
（行政・法律・
心配ごと相談）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
相談員＝県民相談員 北 部 地 域 振 興

センター
☎０４８−５２
２−６５０６

法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（祝日
の場合は翌日に振替）
午後１時〜４時
相談員＝弁護士

交通事故

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
※相談受付は午後３時30分まで
相談員＝県民相談員

北 部 地 域 振 興
センター
☎０４８−５２
１−７３００

市 民 相 談 ( ４月～５月 )　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 ４月21日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室 市民課☎�１１１２

法 律
※予約制

４月13日㈬・20日㈬・27日㈬　午後１時〜４時
※４月の相談予約は、３月22日㈫に電話受付開始
※５月の相談予約は、４月20日㈬から電話受付開始

弁 護 士 に
よ る 相 談

５月11日㈬
午後１時〜４時　定員＝６人（先着順)

司法書士に
よ る 相 談

５月25日㈬
午後１時〜４時　定員＝６人（先着順)

労働法律
※予約制

５月18日㈬　午後１時〜4時　定員＝6人（先着順)
相談員＝弁護士　※４月20日㈬から電話受付開始

不 動 産
※予約制

５月６日㈮　午後１時〜4時　定員＝6人（先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※４月20日㈬から電話受付開始 

年 金
※予約優先

４月14日㈭　午後１時〜4時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

４月12日㈫・５月10日㈫　午後１時〜４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消費生活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
４月12日㈫・５月10日㈫　午前10時〜正午､午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
４月26日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月〜金曜日（祝日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所１階 児童相談室

子育て支援課☎�１１２９毎週月〜金曜日（祝日を除く)　午前９時〜午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月〜金曜日（祝日を除く)　午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（祝日を除く)電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心配ごと
４月はお休みします。 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

４月４日㈪・18日㈪・５月２日㈪　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結 婚 ４月はお休みします。 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５
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障害者生活支援センター『さわやか』
☎� 5620　　FAX � 5640

●同じ障害がある人による相談
　①肢体不自由の人　随時受付
　②視覚障害のある人　事前受付
●理学療法士による相談（身体障害のある人）
　　４月16日㈯　午後１時〜４時
　※勤労青少年ホームで実施。
●絵手紙教室（身体障害のある人・その家族）
　　４月23日㈯　午前９時30分〜11時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●パソコン教室（身体障害のある人）
　　毎週木曜日　午後１時30分〜３時30分
●ボッチャ練習会（身体障害のある人・その家族）
　　４月27日㈬　午後１時30分〜３時30分
　※エコーピアで実施。
●もの作りクラブ（身体障害のある人・その家族）
　　４月22日㈮　午後１時30分〜３時30分
　※勤労青少年ホームで実施。



４月３日㈰ 松 本 産 婦 人 科 医 院 千代田１丁目 ☎�３３７７

４月10日㈰ 森田整形外科クリニック 小 島 ☎�１６１０

４月17日㈰ よ し は ら 整 形 外 科 児 玉 町 長 沖 ☎�１５７５

４月24日㈰ 飯 塚 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 上里町神保原町 ☎�２３１３

５月８日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎�２０４８

内　容 対象となる人 日　時 その他
すくすく相談
( 育児 ･ 栄養相談、計測 ) 相談・計測希望の人 ４月22日㈮

午前９時30分〜11時
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 ４月22日㈮
午前９時30分〜11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ  これからママになる人 ５月11日㈬

午前10時〜正午
先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 ５月21日㈯
午前９時30分〜正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

栄養 これからママになる人 ５月27日㈮
午前９時30分〜正午

先着 12 組。事前に電話予約してく
ださい。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成22年12月生まれ（本庄地域） ４月27日㈬ 本庄市保健センター

平成22年12月〜23年１月生まれ（児玉地域） ５月19日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９～10か月児健康相談 平成22年６月生まれ（市内全域） ４月27日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成21年９月生まれ（本庄地域） ４月25日㈪ 本庄市保健センター

平成21年９月〜10月生まれ（児玉地域） ５月18日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成21年３月生まれ（市内全域） ４月26日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成20年３月生まれ（本庄地域） ４月26日㈫ 本庄市保健センター

平成20年３月〜４月生まれ（児玉地域） ５月17日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時20分、★印…午後１時～１時50分

※対象者には通知します。
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●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　( 本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時〜正午、午後１時〜４時、午後７時〜 10 時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、確認
　してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご利用ください。県内であれば、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日〜土曜日 午後７時〜11時
・日曜日､祝日､年末年始 午前９時〜
　午後11時

★ 119 番は、緊急時（火災やけが人
など）の受付専用電話番号です。夜間
など、時間外に診療可能な病院につい
ては、児玉郡市広域消防本部指令課

（☎� 1119）でご案内していますの
で、ご利用ください。ただし、診療科
目によっては、県外や児玉郡市以外の
病院をご案内する場合もあります。

 『 平 成 2 3 年 度 健 康 カ レ ン ダ ー 』 も ご 覧 く だ さ い 。

休 日 急 患 の 診 療

★本庄市保健センター☎�２００３
※お問い合わせは、午前８時 30 分からです。みんなのけんこうガイド
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口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
っ
て

　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
病
気
？

　

口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
は
、
単
純
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
が
口
唇
に
接
触
感

染
す
る
こ
と
で
、
口
唇
や
そ
の
周

囲
に
水す

い
ほ
う疱
が
集し

ゅ
う
ぞ
く
せ
い

簇
性
に
発
生
し
ま

す
。
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に

は
Ⅰ
型
と
Ⅱ
型
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
Ⅰ
型
は
上
半
身
（
口
唇
な
ど
）、

Ⅱ
型
は
下
半
身
（
外
陰
部
な
ど
）

に
感
染
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

直
接
接
触
し
て
感
染
す
る
以
外
に

も
、
コ
ッ
プ
、
箸
や
タ
オ
ル
を
介

し
て
間
接
的
に
感
染
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
親
子
、
夫
婦
な
ど
親
密

な
間
柄
で
感
染
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

　

単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
特

徴
の
一
つ
は
、
宿
主
体
内
の
知
覚

神
経
の
神
経
細
胞
に
潜
伏
感
染
し
、

宿
主
の
免
疫
が
低
下
し
た
時
に
ウ

イ
ル
ス
が
再
活
性
化
し
、
回
帰
発

症
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
「
再
発
性
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
」
と

い
い
ま
す
。

　

免
疫
が
低
下
す
る
原
因
は
、
疲

労
、
紫
外
線
照
射
、
胃
腸
障
害
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
状
況

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
も
多
く
遭

遇
す
る
の
は
、
風
邪
で
体
調
が
悪

い
時
に
再
発
す
る
も
の
や
高
熱
の

後
に
再
発
す
る
場
合
で
、
そ
れ
ぞ

れ
「
風
邪
の
華
」、「
熱
の
華
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
基
礎
疾
患
の

た
め
抗
が
ん
剤
や
免
疫
抑
制
剤
を

投
与
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
も

再
発
の
誘
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

皮
膚
の
症
状
は
、
ま
ず
発
疹
が

出
る
部
位
に
ピ
リ
ピ
リ
感
や
ム
ズ

ム
ズ
感
が
先
行
し
、
数
時
間
後
に

は
赤
く
腫
れ
た
小
さ
な
水
ぶ
く
れ

が
数
個
、
集
ま
っ
て
出
現
し
ま
す
。

水
ぶ
く
れ
は
、
数
日
後
に
は
「
か

さ
ぶ
た
」
に
な
り
、
２
週
間
ほ
ど

で
回
復
し
ま
す
。

　

水
ぶ
く
れ
の
中
に
は
大
量
の
ウ

イ
ル
ス
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、

他
の
部
位
に
も
接
触
感
染
し
て
症

状
が
拡
大
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

人
で
は
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
が
低

下
し
て
い
る
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
が
容
易
な
た
め
、
広
範
囲
に

水
疱
が
発
生
し
て
ひ
ど
い
症
状
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
広
範
囲
に
拡
大
し
た
も
の
は

「
カ
ポ
シ
ー
水
痘
様
発ほ

っ
し
ん疹
症
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
内

服
療
法
や
外
用
療
法
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
症
状
が
出
た
ら
、
出
来

る
だ
け
早
い
時
期
に
治
療
を
始
め

る
ほ
う
が
治
り
も
早
く
な
り
ま
す
。

何
度
か
再
発
を
経
験
す
る
と
再
発

の
予
兆
（
水
ぶ
く
れ
が
出
現
す
る

前
の
ピ
リ
ピ
リ
感
や
ム
ズ
ム
ズ

感
）
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
予
兆
を
感
じ
た
と
き
に
は
、

出
来
る
だ
け
早
く
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

を
内
服
す
る
こ
と
で
、
皮
膚
症
状

を
非
常
に
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
の
再
発
を
防
ぐ

た
め
に
は
、

・
日
頃
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
を

　

す
る

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る

・
精
神
的
に
も
健
康
な
生
活
を
心

　

掛
け
る

・
ア
ウ
ト
ド
ア
で
活
動
す
る
と
き

　

に
は
紫
外
線
対
策
を
す
る
こ
と

　

で
免
疫
の
極
端
な
低
下
を
防
ぐ

こ
と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。

歩いて元気な体づくり「健康ハッピーウォーキング」

　「正しいウォーキングを知りたい」、「健康になりたい」という
みなさん、散歩とはまた違う、健康でハッピーになれる効果的な
ウォーキングを体験してみませんか。

日　　程 集合場所
４月18日㈪ 市役所
５月17日㈫ 児玉総合支所
６月16日㈭ 本庄市保健センター

※小雨決行。中止の場合は連絡します。
時間　午前 10 時～ 11 時 30 分
※準備運動をしてから、１時間程度ウォーキングします。
対象　74 歳までの市内在住者　定員　30 人（先着順）
用意　運動のできる服装、運動靴、汗ふき用タオル、水分補給用
　　　の飲み物
※リュックサック等で、両手が空くようにご準備ください。
申込　４月 11 日㈪から電話で本庄市保健センターへ
※希望参加日を申し出てください。（１回～全回参加も可能です。）

今年度の検診について

健康カレンダーでご確認を！

　検診の日程や受診方法について
は、「健康カレンダー」をご覧く
ださい。（「健康カレンダー」は今
回の広報ほんじょうに折り込んで
あります。）

　
受診券・検診案内は

郵送しています
　

　検診の受診券や検診案内は、新
規対象者、前年度受診者の方など
に郵送します。
　５月上旬までに届かない人で受
診を希望する場合は、本庄市保健
センターまでご連絡ください。

 『 平 成 2 3 年 度 健 康 カ レ ン ダ ー 』 も ご 覧 く だ さ い 。

医
療
メ
モ

児
玉
郡
市
医
師
会
広
報
部



はにぽんになりたい！（着ぐるみを借りたい！）

◇「はにぽん」に関するお問い合わせは、企画課（市役所３階）☎�１１５７へ
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　４月から、「はにぽん」の着ぐるみの貸し出しを始めます。本庄市のイメー
ジ向上につながるイベント等であれば、どなたでも借りられます。
※条件によっては貸し出しできない場合があります。詳しくはお問い合わせ
ください。

　本庄早稲田駅周辺の民間駐車場開設に伴い、暫定駐車場
の一部を４月 29 日㈷から閉鎖します。閉鎖場所は、以下
のとおりです。
　なお、民間駐車場の情報は、本庄早稲田駅自由通路の掲
示をご覧ください。
★拠点整備推進局☎�１１６２

まずは予約を！【現在、７月分までの予約を受付中！】
○貸し出しを希望する日の３か月前の月初め（土・日・祝日の場合は翌開庁日）から予約を受け付けます。
　例：８月分は５月２日㈪から、９月分は６月１日㈬から予約受付開始となります。
○電話又は直接企画課で貸し出し状況を確認のうえ、予約してください。

予約後には申請を！
○予約後、貸し出し希望日の７日前までに申請書を提出してください。
※申請方法について、詳しくは予約時にご確認ください。（申請書は企
画課又は市ホームページで配布しています。）
○申請書を確認し、貸し出しできる場合は、後日、承認書を交付します。
○貸し出しの際は承認書を持参してください。

ルールを守って！
○着ぐるみを貸し出す際、着用方法などが書かれたマニュアルをお渡しし
　ます。よく読んで、楽しく「はにぽん」になりましょう。

休日急患診療のご案内は22ページをご覧ください。

はにぽんの着ぐるみで
本庄を笑顔でいっぱいにしよう！
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本庄早稲田駅
暫定駐車場の一部を
　　　　閉鎖します

貸 し 出 しスタート！！
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